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広報誌は環境にやさしい大豆
油インキを使用しています。

「広報かすみがうら」は、ホームページで掲載しているほか、
市内の公共施設、コンビニや金融機関などにも設置してい
ます。（一部のコンビニには設置されていませんのでご理
解をお願いします。）

かすみがうら市の人口と世帯
平成22年1月1日現在

　人口　44,232人
　 男 　22,364人
　 女 　21,868人
　世帯　15,602世帯

皆さんの声をお聞かせください！

広報誌へのご意見・お気づきの点などをお寄せください。

メール・はがき・電話などいずれの方法でも結構です。

ー 応募方法 ー
選んだ 5 つの番号とあなたの住所、氏名、年齢、電話番号を記載し、

投票箱に投函または「広聴広報課」へ郵送、メール、FAXしてください。

（送付先は下段を参照）◆応募対象者：市内在住・在勤・在学の方（応

募は 1 人につき 1 回まで）◆投票箱設置場所：両庁舎、出張所、あじ

さい館、千代田公民館、やまゆり館◆応募締め切り：2月 22 日（月）

短歌・俳句同時募集！！
「合併 5 周年」にちなんだ短歌・俳句

を募集します。

◆応募締め切り日：2月 22 日（月）

※誌面の都合上、すべてを
掲載出来ない場合があります。

　今年の3月28日に市が誕生して5年を迎えます。広報かすみがうらでは、3月号を5周年記念号として、

市のあゆみを写真などで紹介する予定です。また、これまでの広報誌に掲載した下記の 35 項目のわだ

いから、市民の皆さんに 5つのニュースを選んでいただき、5大ニュースとして特集化することを併せ

て考えています。特に印象深かった 5つをお選びいただきご応募ください。

　集計の結果、最も多かったニュースをピタリと当てられた方には、抽選で 10 人に「ピタリ賞」をプレ

ゼントいたします。

次の 35 項目のニュースの中から 5つお選びください

ピタリ賞として

「図書券 1,000 円分」
および「市特産品」
をプレゼント！

問広聴広報課　内線 1151

抽選で10人

1 霞ケ浦環境科学センターがオープン
2 フレンドリータウンデイズ「かすみがうら市の日」

にカシマスタジアムで市を PR
3 霞ヶ浦地区の梨とレンコンが銘柄産地（再）指定、千

代田地区の梨が銘柄推進産地再指定
4 �天皇皇后両陛下が全国植樹で来市

5 霞ヶ浦大橋無料開放で利便性向上
6 コミュバス・乗り合いタクシー運行開始
7 逆西地区で防犯パトロールが始動
8 市内で撮影した映画「恋するトマト」が完成
9 総合型地域スポーツクラブ KSC（かすみがうら・

スポーツ・カルチャー）発足
10 山桜の隠れ名所�林道三ツ石線が開通
11 かすみがうら食発見コンテストで味自慢
12 市民憲章・花・木・鳥が決定
13 地域福祉センターやまゆり館オープン
14 霞ヶ浦庁舎内に市消費生活センター開設
15 あゆみ祭りメッセージ花火が人気
16 飯田吉英のソーセージを復元
17 大規模な地震を想定し初の市総合防災訓練
18 アントキの猪木さん母校の下稲吉中で講演

19 国民文化祭帆引き船フェスタに皇太子殿下が来市
20 市産農産物を使用したお酒「湖山」・「霞恋」が発売
21 橋梁 125mの粟田橋が開通
22 深谷・大和田バイパス開通を記念し歩く会
23 霞ヶ浦地区に 2カ所の民間保育所が開設
24 コイ養殖 6年ぶり再開へ
25 かすみがうらマラソンの給水ボランティアで市地

女連が表彰
26 霞ヶ浦の境界が決定�面積 38㎢増
27 新型インフルエンザが流行
28 地球温暖化防止にレジ袋を使わない運動
29 商工会で「湖山の宝」プレミアム商品券を発売
30 霞ヶ浦帆引き船模型が県郷土工芸品指定
31 トレーニングファーム（市民農園）で新規就農者を

応援
32 市オリジナルブランド 4品を推奨品「湖山の宝」に

認定
33 男女共同参画イラスト・標語を選定
34 かすみがうら祭に 6 万人の人出（これまで鳥羽一

郎、八代亜紀、香西かおりなどが出演）
35 志筑小校舎新築工事に着工

広報誌から選ぶ

合
併5周年5大ニュース
にご応募ください


